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【対象期間】
2007年4月1日～2008年3月31日
※一部、対象期間前後の内容・計画も含みます。
※定量的な環境負荷データは本社・支店・営業所部門を含んでいません。

【新日軽「環境報告書2008」の編集方針】
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［従業員数］

［事業所数］

［主な営業品目］

■会社概要

C o n t e n t s

■ 本報告書について …………………………… 02

■ 会社概要 ……………………………………… 02

■ 事業所 ………………………………………… 03

■ ごあいさつ …………………………………… 04

■ 日軽グループの基本方針 …………………… 05

■ 新日軽の環境理念／環境基本方針 ……… 05

■ 自主環境行動目標と実績 …………………… 06

■ 新日軽と環境との関わり …………………… 07

私たちは地球環境と調和しながら、持続可能な社会の実現を目指します。

住む人、使う人の心を大切に。

■ 開発・設計の基本コンセプト ……………… 14

■ グリーン調達の取り組み …………………… 14

■ 住宅建材製品 ………………………………… 15

■ ビル建材製品 ………………………………… 16

■ エクステリア製品 …………………………… 17

■ 環境会計 ……………………………………… 18

■ 従業員の安全衛生 …………………………… 19

環境配慮型製品の
開発・設計

■ 北陸製造所 …………………………………… 20

■ 船橋製造所 …………………………………… 21

■ 苫小牧・藤岡・八日市工場 ………………… 22

■ 環境コミュニケーション ……………………… 23

■ 環境保全活動のあゆみ ……………………… 23

■ 編集後記 ……………………………………… 23

サイト別報告

■ 環境マネジメントシステムの組織体制 …… 08

■ ISO14001の認証取得状況 ……………… 08

■ 環境管理活動 ………………………………… 09

■ 環境事故報告 ………………………………… 09

■ 法規制の遵守 ………………………………… 09

環境
マネジメントシステム

■ 省エネルギーと大気保全 …………………… 10

■ 廃棄排出物の削減 …………………………… 11

■ 容器包装資材の削減／リサイクル活動…… 12

■ 環境汚染物質の削減 ………………………… 13

環境
保全活動

02

◎ 売上高推移

20072006200520042003

138,433
151,124149,201153,290149,597

（百万円）

150,000

100,000

50,000

0

200,000

（年度）



事業所
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■ 八日市工場

■ 関西日軽サッシ㈱

■ 西日本日軽サッシ㈱

■ 北陸製造所 高岡工場

■ 北陸製造所 立野工場

■ 北陸製造所 小矢部工場

■ 北海道日軽サッシ㈱

■ 藤岡工場

■ 船橋製造所

■ 本社

■ 苫小牧工場

対象範囲
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北陸製造所 高岡工場5

ISO14001（2004年版）取得 ISO

北陸製造所 立野工場6

ISO9001（2000年版）
ISO14001（2004年版）

取得 ISO

北陸製造所 小矢部工場7

ISO9001（2000年版）
ISO14001（2004年版）

取得 ISO

八日市工場8

ISO9001（2000年版）
ISO14001（2004年版）

取得 ISO

船橋製造所4

ISO9001（2000年版）
ISO14001（2004年版）

取得 ISO

北海道日軽サッシ㈱2

ISO14001（2004年版）取得 ISO

藤岡工場3

ISO9001（2000年版）
ISO14001（2004年版）

取得 ISO

苫小牧工場1

ISO9001（2000年版）
ISO14001（2004年版）

取得 ISO

西日本日軽サッシ㈱10

関西日軽サッシ㈱9

ISO9001（2000年版）取得 ISO
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１．新日軽をかこむ社会的要求

　現在、地球環境を守ることは私たち人

類の生存にかかわる最も重要な課題であ

り、世界的規模で持続可能な社会の実現

に向けた環境保全活動が行われています。

2005年2月には地球温暖化防止のための

「京都議定書」が発効し、2008年度には実

行期間に入りました。各国で温暖化ガス

の排出削減の目標が設定され、その目標の

達成のためさまざまな取り組みを行ってい

ます。省エネ法、大気汚染防止法の改正な

ど環境法令はますます厳しくなってきてお

り、企業が継続していくためには、これら

法令の遵守は当然のことながら、自主的な

環境への取り組みにより、その企業に適合

したより効果的な環境保全活動を継続する

必要があります。

２．新日軽の環境活動は「環境基本方針」､ 「自
主環境行動計画」に基づき行動しています

　環境マネジメントシステムについては、

主力工場のみならずその他の中小規模の

生産工場においてもISO14001の認証取得

作業をスタートさせ、2008年度中にはすべ

ての生産工場でのISO14001の認証取得を

目指しております。本社部門においては、

製品環境アセスメントを実際に運用し環境

負荷の少ない製品の供給に努力しておりま

す。生産部門においては、効果的な環境投

資や工程改善により鋭意省エネルギーに努

め、総エネルギー使用量およびCO2排出量

を削減しております。物流部門においては、

当社は改正された省エネ法で新たに追加さ

れた特定荷主の対象となるため、監督官庁

新日軽株式会社　代表取締役社長

に届出を行い、輸送トンキロを正しく把握

し燃料使用量の削減のために効率的な物

流体制の構築に努めております。

３．環境保全活動は人を基本にグループ各
社との連携を図りながら運営しています

　社内コミュニケーションを充実して従業員の

環境意識の向上を図り、環境問題に積極的に取

り組んでおります。また、日軽金グループの一員

として「継続とネットワーク」をモットーにして、

グループ各社と緊密な連携を取り合いながら環

境保全活動を続けております。

4．本報告書の目的とお願い

　本報告書は、持続可能な社会づくりのため、

新日軽がどのように考え、どのような活動を展

開しているかについて、一人でも多くの方にご

理解いただくためのものです。皆様方からのご

指摘、ご意見、ご指導を賜りますようお願い申

し上げます。

2008年7月

企業の特性をふまえた

より効果的な環境保全活動に

取り組んでまいります。

ごあいさつ
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新日軽では、日軽グループで定められた基本方針に基づき、環境理念・環境基本方針を定め、
環境問題への取り組みを重要課題として掲げて広く社会に貢献しています。

環境理念と環境基本方針

【グループ経営】
◆グループ経営を基本とし、グループ連結の利益最大化を目指す。

◆すべての事業ユニットは、それぞれの個性にあったビジョンを掲げ、全員参加型のビジョナリー経営を展開する
　ことで、体質強化を図る。
◆マーケット・インの視点に立ち、先進的・創造的な技術開発を心がけ、積極的に新事業領域を開拓する。

◆健康で安全な職場づくりと、「ゼロ災害」の達成を目指す。

【企業の社会的責任およびコーポレートガバナンス】
◆株主・取引先・従業員・地域社会に対し、調和の取れた経営を行い、社会的に尊敬に値する企業グループを目指す。

◆法令および社会的規範を遵守し、公正かつ透明な事業活動を行う。

◆信頼性のある財務報告の重要性を認識し、会計基準の遵守と内部統制の体制づくりを確実に実施する。

◆安全で有用な製品・サービスを提供し、お客さまの満足と信頼を獲得する。

◆地球環境問題に対しては、関係法令の遵守はもとより、環境方針を掲げて自主的かつ積極的に取り組む。

◆企業情報を適切に管理するとともに、広く社会とのコミュニケーションに努め、情報を適時かつ適切に開示する。

◆多様なリスクの状況を的確に把握するとともに、これを低減するための活動を推進する。

日軽グループの基本方針

新日軽は、「住む人、使う人の心を大切に」の基本理念をもとに、全ての事業活動を通じて
21世紀の人類の課題である地球環境保全に取り組み、持続可能な社会の発展に貢献します。

◆環境保全活動の推進のため、環境マネジメントシステムを構築し、実行し、定期的に点検・見直しを行い継続的
　改善を実施します。

◆汚染の予防・環境関連の法律・規則・協定・所属団体の指針等を遵守すると共に、環境負荷低減の目的・目標を技
　術的・経済的に可能な範囲で定め維持、向上に努めます。

◆企画・開発・設計・購買・生産・販売・物流・使用・リサイクル・破棄に至る全ての段階で環境保全を配慮し環境負荷
　の少ない製品を提供します。

◆この「環境基本方針」を文書化し環境教育・広報などを通じ全ての従業員に周知させ、環境保全意識の向上を図
　ります。

◆この「環境基本方針」は要請に応じて一般に開示します。

新日軽の環境基本方針

新日軽の環境理念

◆コンプライアンス最優先の環境マネジメントの再確認と徹底

◆環境リスクの棚卸および計画的改善の実行

日軽グループの環境活動方針
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自主環境行動目標と実績

2. 省エネルギー活動

P10ー11

3. 廃棄物削減対策

P11ー12

4. 環境汚染物質の削減

P13

5. 環境配慮型製品

P14

P14

P15ー17

6. 環境会計の導入 P18

7. 環境コミュニケーション

P23

1. 環境マネジメントシステムの構築・環境教育

P8

P9

P23

環境行動目標 2007年度実績 掲載頁
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溶 解 押 出 表 面
処 理 加 工 組 立 検 査 梱 包 出 荷

　新日軽の主力生産商品はアルミニウムを主原料にした各種建材
商品、およびエクステリア商品です。近年では住宅建材商品を中
心に、樹脂を主原料にした商品も生産しています。新日軽はアル
ミ材の溶解・押出・表面処理・加工組立までの工程を一貫生産して
います。インプット側の主な資材はアルミニウム地金および樹脂
であり、エネルギーは電力、重油、灯油、LPG、LNGが中心になって

います。また表面処理工程では多量の水を使用しており環境に負
荷をかけています。アウトプット側ではCO2の発生が大きな環境負
荷ですが、アルミ材の処理工程で発生する副次産物、および加工
工程で発生する廃棄物も環境負荷となっています。新日軽は省エ
ネルギー設備の導入や廃棄物の削減、リサイクルを進め、これらの
環境負荷の低減に努めています。

アルミインゴット、スクラップを溶
かしてビレットにします。

アルミの表面に酸化皮膜と電着塗
装を施し、耐候性・耐食性を向上さ
せるとともに美しい色をつけます。

加工された部材をサッシの形に組
み立てます。ノックダウン製品では
この工程がありません。

輸送時にキズがつかないように養
生、梱包します。ノックダウン品は
箱に入れます。

ビレットを押し出して様々な形の
アルミ形材にします。

アルミ形材を切断、機械加工し、
サッシ部材にします。

一品ずつ寸法、機能、外観などを
検査します。

トラックに載せて倉庫または直接
お客様のもとへ輸送します。

■エネルギー量の単位：J（ジュール）はエネルギー、熱量のSI単位です。
　　　　　　　　　　 1PJ（ペタジュール）＝103TJ（テラジュール）＝106GJ（ギガジュール）＝109MJ（メガジュール）＝1012kJ（キロジュール）＝1015J（ジュール）

環境負荷の全体像

水
704万m3

アルミ
91,423t

樹脂
4,154t

CO2
117,835t

SOx
37t

NOx
62t

総電力
179,292MWh
（1,614TJ）

A重油
289TJ

灯油
303TJ

軽油
12TJ

LPG
120TJ

LNG
90TJ

INPUT

OUTPUT

使用済梱包資材
3,989t

排水
682万m3

産業廃棄物
3,762t

有価排出物
33,106t

一般廃棄物
384t

新日軽と環境との関わり



新日軽における ISO14001 認証取得状況

北陸製造所　
サーベイランス風景

八日市工場　本審査風景

■事務局・環境管理担当
環境管理委員会での決定事
項を具体化・推進

■環境管理推進連絡会
各部門・工場の環境管理実務
担当者による連絡会

環境管理委員会事務局環境管理担当

環境マネジメントシステムの組織体制

ISO14001の認証取得状況

・■ 北陸製造所高岡工場が認証取得8月'01年

・■ 船橋製造所が認証取得11月'02年

・■ 苫小牧工場が認証取得9月'03年

・■ 北陸製造所立野工場、小矢部工場が認証取得2月'04年

・■ 北陸製造所3工場がISO14001-2004年版へ移行2月'05年

・■ 苫小牧工場がISO14001-2004年版へ移行9月'05年

・■ 船橋製造所がISO14001-2004年版へ移行11月'05年

・■ 八日市工場が認証取得10月'07年

・■ 藤岡工場が認証取得6月'08年
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新日軽は環境マネジメントシステムを維持運営し、
全社をあげて環境保全活動に取り組んでいます。

環境マネジメントシステム
2008Environmental report



※PDCA：計画・実施・点検・改善の略

高岡工場環境管理委員会風景

上流側での検知器

緊急遮断装置

◎ ISO14001内部監査員登録者数
2008.4.1現在

◎ 環境関係公的資格登録者延べ人数
2008.4.1現在

◎ 高岡工場排水管理概要

送液配管

環境管理活動

法規制の遵守

高岡工場　排水管理

環境事故報告
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◎ 既存機械プレス（ワイドプレス） ◎ モータプレス

動力モーター  1.5kＷ（常時回転）
金型固定　通電式マグネット

動力モーター  0.75kＷ（プレス作動時）
金型固定　ワンタッチクリップ式

排出量 原単位

0
（t）
0

（年度）

40,000

80,000

120,000

160,000
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0.8
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2.4
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電力量 原単位

原単位
LPG灯油軽油 A重油LNG

　エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）が改正さ
れ、2006年４月１日より施行されその中で荷主の責任が明確に
なりました。新日軽では2007年５月に管轄の経産局に特定荷主

の届出を行い輸送トンキロ、燃料使用量の実績管理を行ってい
ます。2007年度の実績はそれぞれ6,378万トンキロ、177MJと
なりました。

　アルミサッシやプラサッシの加工は一般的にプレスによって行わ
れていますが、新日軽で今まで使用されていた機械プレスは、常に
駆動状態にありペタルスイッチを踏むことによりクラッチがつなが
りスライドが下降する機構のものでした。ワークが入っていない状
態でもモーターが回転していたため電力のむだがありました。新し
く導入したモータープレスはワークを加工するときにのみモーターが
回転し、スライドが下降する機構です。また同じプレス能力を得る
ためのモーター能力も小さくできる特長があります。結果的に省電
力化が図られました。

注 記

省エネルギーと大気保全

総CO2 排出量および原単位の推移

熱燃料使用量の推移

電力使用量の推移

改正省エネ法・荷主の責任への対応

モータープレス導入による加工ラインの省電力化

（年度）

1,112

1990 2003

1,050

2004

1,004

2005

953

2007

813

2006

856

0.01270.0119
0.01300.01290.01300.0138
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1990

154,900

1.927

2007

117,800

1.841

2003

147,500

1.830

2004

142,800

1.828

2005

135,700

1.846

2006

126,500

1.762
179,300

2,802

20072006

2,699

193,800

2005

2.675

196,600

2004

207,400

2.656

2003

2.623

211,400

1990

2.353

189,200
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新日軽は、エネルギー消費に伴う二酸化炭素排出や
廃棄物排出などの環境負荷を低減するための取り組みを積極的に展開しています。

環境保全活動
2008Environmental report



◎ 新日軽の「ゼロ・エミッション」定義

3 ％
未満=

最終埋立て処分量
廃棄排出物

廃棄排出物の中にはマニフェスト管理を行ってい
る産業廃棄物、およびその発生を意図しない有価
排出物を含んでいます。一般廃棄物は比較的発生
量が少なく処理しやすいため廃棄排出物には含ま
ず、逆に有価物には処理しにくい物質が含まれて
いる場合があることを考慮しています。

注 記

産業廃棄物・有価排出物

高岡工場 八日市工場小矢部工場

廃棄排出物の削減

◎ 高岡工場、小矢部工場
 八日市工場の紙類分別回収置場

紙類の分別回収置場

高岡工場皮膜ライン冷凍機稼動状況の改善
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12月 1月 2月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月4月

（年度）20072003 20052004 2006

34,747

39,924 41,000

34,834
36,868

（年度）2006200520042003 2007

電力原単位

◎ 2007年度　冷凍機電力原単位の推移

（月）

0.16

0.14

0.12

0.1

0.08

0.06

0.04

0.02

0
（kwh/ton）

◎ 最終処分率有価排出物
産業廃棄物

◎ 産業廃棄物・
　 有価排出物排出量

（t）
0

（%）
0

10,000

20,000

30,000

40,000

2.3

2.82.7

4.3

2.6

1

2

3

4

5
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梱包装材の
材料マーク表示

住宅用サッシ梱包体積の削減

リサイクル活動

容器包装資材の削減

◎ 住宅用次世代サッシの梱包体積削減による配送トラックの削減

次世代スイングサッシ トラック削減台数次世代スライドサッシ削減体積

粉砕可能になり、
リサイクル可！
原料コストダウン・
産廃量削減

ノックダウン品の梱包荷姿

ヘタ粉砕後のペレット

 樹脂押出段替時に発生するヘタ

ヘタは一般の粉砕機での粉砕が
不可能だったので、フレコンで産
業廃棄物として排出していた

廃棄処理されるヘタ

容器包装リサイクル法

樹脂押出端材のリサイクル

0
（m3／月）

600

500

400

300

200

100

0

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

（台数／月）

2007

3,989

2006

3,780

2005

3,998

2003

4,315

2004

4,337

2006年下期 2007年上期 2007年下期

◎ 使用済み梱包資材の推移
段ボール・紙 シート・テープ等

（t）

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000

0
（年度）

環境保全活動
2008Environmental report
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0

20

40

60

80

（t）

◎ 自主的取り組みVOC削減量の推移
取扱量 大気排出量

フラッシュドア塗布機

PRTR 物質管理

環境汚染物質の削減

◎ 立野工場2007年度フロン使用量

VOC 削減の自主的取り組み

断熱ドア発泡スチロール化

◎ PRTR物質総取扱量の推移

PRTR
№ 対象物質名 製造工程での

主な用途 取扱量
排出量 移動量

消費量 リサイクル
大気 公共用

水域 下水道 廃棄物

単純合計 104,440 11,980 11,730 0 18,070 51,950 10,760

◎ 2007年度　PRTR届出該当物質排出量 単位：kg　ただし、ダイオキシン類のみmg-TEQ

1400

1200

1000

800

600

400

200

0
（㎏）

フロン使用量

（年度）

フラッシュドア接着剤塗布機ノズル洗浄液脱ＶＯＣ

ドア断熱材の発泡ウレタン仕様から発泡スチロール仕様への切替

2007

104

2006

122

2005

141

2004

151

2003

196

2000

182

（月）4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

06
実績

05
実績

70

76

2000

25

40

2003

14

26

2004

17

21

2005
13

18

2006
12

2007

17

0
（t）

250

200

150

100

50

総取扱量

（年度）
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◎ 2007年度までに製品環境アセスメントを
　 実行した環境配慮型製品

◎ 製品環境アセスメントの流れ

◎ 製品環境アセスメント項目

大分類 中分類 小分類
項目数

評価基準
項目数

企画
段階

商品企画書に環
境配慮型製品で
あることを明記
し、設計側にアセ
スメントを指示

環境配慮型製品
の選定・環境アセ
スメントの有無を
決定

環境配慮型製品の
評価点が基準に達
していない場合は
設計を変更

製品仕様書作成と
並行して環境アセ
スメントを進める

設計完了時に最終
的な評価点を集計
し、基準に達して
いれば環境配慮型
製品として承認

設計
段階

開発・設計の基本コンセプト

グリーン調達の取り組み

グリーン調達の選定基準

※リムーブ性：部材の取り付け・取り外しやすさ。

LCA（Life Cycle Assessment）を考慮するとともに、環境負荷低
減に寄与するため、商品の使用時における省エネルギー、分離・
分解・リムーブ性※などを考慮して開発、設計します。

エネルギー負荷をかけない商品思想
01Consept

商品コンセプト・スペックを追求し、陳腐化しな
い商品づくりや、無駄なモデルチェンジをしな
いよう努めます。

MCC（Model Cycle Chart）
をロングライフ化する商品開発

02Consept

環境に関する製品ガイドラインを策定
し、開発・設計段階でアセスメントを実
行します。

環境に配慮した商品開発
03Consept

製品環境アセスメント

納入製品の選定にあたっては、必要な品
質・機能・経済的合理性に加え、環境負荷
低減に関する諸項目を満たしているもの
を優先的に採用します。

 製品の選定基準（納入製品・部材・部品の評価）2

お取引先の選定は、品質、価格、納期、サー
ビス、技術開発力等に加え、ISO14001を
取得またはそれに準じる取り組みを行って
いるお取引先を優先します。

お取引先の選定基準（企業姿勢の評価）1

お取引先から調達する事務用品等は、グ
リーン購入法判断基準、エコマーク認定
基準、GPNデータブック（グリーン購入
ネットワーク）に基づいた該当製品を優先
します。

 事務用品等の選定基準3

新日軽は、地球環境はもとより、お客様の生活環境に基づいた循環型社会の構築に
向けて、環境配慮型製品基本コンセプトのもと、開発・設計に取り組んでいます。

環境配慮型製品の開発・設計
2008Environmental report
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OUT-SIDE IN-SIDE

空気層

複層ガラス

フォルティア

ジェイフォルム イズムステージ

浮造り調の木目

オール樹脂製断熱サッシ「フォルティア」

断熱玄関ドア「ジェイフォルム　イズムステージ」

断熱性・防露性に優れたオール樹脂製特徴1

特徴2

特徴3

特徴4

特徴1

特徴3

住宅建材製品

特徴2
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※電子顕微鏡による塗膜表面クラックの有無を指標とした。

試験時間
（hrs）

一般塗膜
高耐候電着塗膜
プレミアムコート

フッ素
プレミアムコート
デュアロン

7μm 12μm 7μm 12μm 7μm 12μm
1050 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1500 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2100

2550

3000

「DUALON（デュアロン）」  ―耐候性に優れた表面処理技術―

カシメ式断熱形材のカーテンウォールへの応用

ビル建材製品

　【採用物件】
　　　　　：（仮称）河合塾札幌校
　　　　　：日建設計 株式会社
　　　　　：戸田建設 株式会社

建物名称
設計・管理
施 工断熱材（ポリアミド+ガラス繊維）

◎ カシメ式断熱形材

【DUALON】の複合試験における塗膜厚減耗にみる耐久性はプレミアムコー
トの約１．５倍、一般塗膜の約３倍。（当社比）

◎ DUALON（デュアロン）の複合サイクル促進耐候性試験にみる
　 塗膜厚減耗の従来塗膜への優位性

◎DUALON（デュアロン）の複合サイクル促進耐候性試験にみる
　塗膜表面クラックの従来塗膜への優位性

◎ フッ素高耐久電着塗膜（永く美しさを保つ）

減耗塗膜厚
（μm）

高耐候電着塗膜
プレミアムコート

一般塗膜

0

-1

-2

-3

-4

-5

-6

-7

500 試験時間（hrs）1500 2500 3000

※グラフは測定値であり保証値ではありません。

約

3倍

約

1.5倍

16

環境配慮型製品の開発・設計
2008Environmental report



エクステリア製品

0h 500h 1000h 1500h 2000h 2500h 5000h

「ファインステージⅡ・ファインフェンスⅡ」　―100％リサイクル素材のデッキ・フェンス―

◎ ２層構造のデッキ材

◎サンシャインウェザーメーター （例：ブラウンP）目安：500ｈ＝1年程度
※地域や日照条件等により異なります。

◎ファインステージⅡ　施工例

◎ファインフェンスⅡ　施工例

1

2

3

4

5

商 品 特 長

表層

基層
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【集計範囲】

。

環境会計

【対象期間】
2007年４月～2008年３月 （新日軽の会計年度と同一期間）

◎ 物量効果 ◎ 環境保全活動によって得られた効果金額

※新日軽では資材調達部門､物流部門、研究開発部門、サービス部門が本社組織となっており、上流・下流コストおよび環境保全に資する製品等の研究開発コストなどは含まれ
ていません。

単位：千円

単位：千円

2007 年度集計結果

環境負荷に伴う経済効果

2007 年度環境会計の結果

今後の取り組み

89,827310,481 482,626497,944

投資額

2006年度 2007年度

費用額
環境保全コストの分類

2006年度 2007年度

合　計

主な取り組みの内容

分　類 2006年度 2007年度 分　類 2006年度 2007年度

合　計 203,102203,711

18

新日軽では社会との良好な関係を保ち、
持続的に環境保全活動を行っていくため環境会計を導入しています。

環境会計
2008Environmental report



定期健康診断後の保健指導 本社防災訓練風景

従業員の安全衛生

（件）

400

500

600

0

300

200

100

立野工場作業長
教育風景

船橋製造所課長
教育修了書交付風景

（年度）

改善件数 改善累計

安全衛生管理方針とスローガン・行動目標

階層別安全衛生教育の実施と安全管理者選任時研修修了証の交付

教育科目 時間 課長職 係長・
製造主任 作業長

◎ 階層別安全衛生教育、安全管理者選任時研修修了証交付

定期健康診断と保健指導 本社での防災訓練

リスクアセスメントによる危険要因の改善

スローガン

行動目標

◎ リスクアセスメント実績（高度な危険件数）

2004 2005 2006 2007
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新日軽は従業員一人ひとりが主体となり、
安全で健康な職場づくりを推進しています。

従業員の安全衛生
2008Environmental report



増設したひまし油回収装置

◎ 北陸製造所総CO2排出量の推移

製造所長あいさつ

北陸製造所

部品が貼り付けられた剥離紙 剥離紙

◎ リサイクル率の推移

省エネルギー活動 産業廃棄物のゼロエミッション達成

部品用剥離紙（はくりし）のリサイクル

100

99

98

97

96

95

94

93

92

91
（年度）（%）

ひまし油油膜流出事故のお詫び

◎ 高岡工場
住所：富山県高岡市本郷2-5-8

◎ 立野工場
住所：富山県高岡市宝来町85

◎ 小矢部工場
住所：富山県小矢部市浅地130

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

95.7

94.1

95.7

96.8

95.7

97.6 97.9 98.1
98.8

ゼロエミッション達成

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
（年度）（CO2-t）

96,372

84,084
93,276

83,760

70,896
77,424

2006

92,052

2004

86,736

2002

88,608

2000

72,936

1990

小矢部工場操業開始

1992年度比
26.4％削減

小
矢
部
工
場
分

20071992
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新日軽は、サイト近隣の住民の方々を重要なステークホルダーと認識し、
省エネルギーの推進や環境施設の改善を推進しています。

サイト別報告
2008Environmental report



◎ CO2排出量（エネルギー起源）の推移

隣接する建物との
境界線に設置した防護柵

船橋製造所
製造所長あいさつ

船橋製造所総合事務棟の廃棄物分別置場

ペットボトルキャップ回収

温室効果ガス排出量の削減活動 環境汚染の防止

廃棄物分別置場

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
（年度）（t）

電力
灯油

A重油
軽油

LPG
都市ガス

住所：千葉県船橋市習志野4-12-2

2002 2003 2004 2005 2006 2007
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サイト別報告
2008Environmental report

魚焼きグリル用の炭

廃棄物から作られたRPF

鉛入りプラ材削減の取り組み

苫小牧工場

藤岡工場
廃棄木パレットのリユース・リサイクルの取り組み

八日市工場
ゼロエミッションへの取り組み

住所：栃木県下都賀郡藤岡町
　　　富吉字東前1640-4

住所：滋賀県東近江市上羽田町
　　　字西山3275番地1

住所：北海道苫小牧市晴海町
　　　43-3

（年度）2004

26

2005

22

2006

14

2007

7

◎ 鉛入り原料の購入比率の推移

0

30
25

20

15

10

5

（%）
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■ 新日軽ホームページ
　 http://www.shinnikkei.co.jp/

　新日軽としては6年目の環境報告書になりました。一昨年
度からは小冊子の発刊をとりやめてホームページだけでの公
開になっていますが、環境報告書本来の姿である環境保全活
動のページを充実させ環境トピックスも増やしました。昨年
度は皆様方よりたくさんのご意見、お問い合わせをいただき
ました。プリントアウト後に小冊子にした場合の見やすさも
ご好評をいただきましたが、本年度も皆様方からのたくさん
のご意見、ご感想をお待ちしています。

夕張医療センター

提供した断熱サッシ

断熱サッシを夕張医療センターに寄贈

◎ 新日軽ホームページ上の環境配慮型商品の紹介ページ

新日軽環境配慮型商品のご紹介

編 集 後 記

新日軽の環境保全活動のあゆみ

・■ 新日軽株式会社発足

・■ 環境基本法制定
・■ 藤岡工場操業開始

・■ 特定フロン全廃

・■ 「環境管理室」設置

・■ 日本サッシ協会の「環境問題対策委員会
  　 （現環境対策部会）」に参画

・■ 「環境管理基本方針」制定
・■ 大型環境・断熱試験装置導入
・■ 軽金属製品協会の
  　 「大気汚染物質自主管理計画」に参画

・■ 八日市工場操業開始
・■ 「環境管理委員会」および
  　 「環境管理推進連絡会」設置

・■ 循環型社会形成推進基本法制定
・■ 小矢部工場溶解炉にリジェネバーナー導入

・■ 高岡工場 ISO14001認証取得'01

・■ 船橋製造所 ISO14001認証取得

・■ 北陸製造所の立野工場・小矢部工場が
　　拡大サイトとして ISO14001認証取得・
・■ 製品環境アセスメント、
     グリーン調達基準の運用開始

・■ 苫小牧工場 ISO14001認証取得
・■ 船橋製造所溶解炉にリジェネバーナーを導入

・■ 北陸製造所 ISO14001  2004年版に移行・
・■ 船橋製造所・苫小牧工場 ISO14001  2004年
 　 度版に移行
・■ 高岡工場に大型中和・凝集沈殿設備を導入

・■ 船橋製造所溶解炉の燃料LNG化
・■ 高岡工場に大型緊急排水導入設備設置
・■ 高岡工場溶解炉にリジェネバーナー導入

'06

'05

'03

'04

'02

'00

'96

'97

'99

'95

'94

'93

・■ 小矢部工場操業開始
・■ コージェネレーションシステム稼働

'92

'84

・■ 藤岡工場 ISO14001認証取得'08

・■ 八日市工場 ISO14001認証取得'07

環境コミュニケーション
2008Environmental report
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■本報告書に関するお問い合わせ先

新日軽株式会社　環境管理担当
〒136-0076　東京都江東区南砂2-7-5　

FAX 03-5677-8752
TEL 03-5677-8588

http://www.shinnikkei.co.jp
2008年7月


